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研究成果の概要（和文）：日本のような環境では、英語学習にかけられる時間は限られている。そこで、学習時
間を変えずに、繰り返し学習を行うタイミングを操作することで、コミュニケーションを支える文法知識の学習
の効率化を図れないか検証した。具体的には、英語スピーキング練習を複数回繰り返し行う際には、なるべく次
の学習までの間隔を空けないほうが効果的である可能性が示された。間隔を空けずに集中して行うことで、特定
の語彙や文法構造を繰り返し使う練習をすることができ、より素早く流暢に英語を使うための素地を身につける
ことができることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：With the limited amount of resources available for English education in 
Japan, it is important to explore how we can maximize the effects of second language learning 
without increasing study time. The current project yielded findings that immediate task repetition 
is more beneficial than spaced task repetition.    

研究分野： 第二言語習得

キーワード： 第二言語習得
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究成果の意義は、認知心理学における知見を外国語学習に応用し、外国語学習をいかに効果的にできるかを
探った点にある。本研究によって、認知心理学で調べられている単純なスキル(例：単語の暗唱)や外国語の語彙
習得における最適な学習スケジュールが、必ずしも外国語の文法習得にはそのまま適用できないことが明らかに
なった。また、個々の学習者の持つ認知適性などの個人差要因を考慮した上で、最適な学習間隔を推定するため
の基礎的なデータを得ることができた。最終的には、個々の英語教育現場・生徒の状況に合わせた指導法・教
材・カリキュラム開発に貢献し、研究成果を日本の学校などの社会的場面へ応用することが期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
教室での限られた学習時間で、いかにして効率的に英語コミュニケーション能力を支える文

法知識を身につけさせるか。この問題に対処するための一つの方策として、最も効果的な英語学

習のスケジュールを特定することが有効であると考えられる。学習時間を変えることなしに、学

習の間隔を調整することで、最適な学習条件を作る出すことができる可能性があるからである。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、最適な繰り返し練習のタイミングを特定し、効果的な英語学習方法を提案すること
を目的とする。具体的には、以下の 2 点の研究課題を設定し、実証研究を行った。 
 
研究課題１：口頭による文法練習の最適な間隔は何か。 
研究課題２：個人差要因によって、どのように最適な文法練習の間隔が変わるか。 
 
３．研究の方法 
 実験１および実験２において、日本語母語話者・英語学習者を対象として、スピーキング練習
を繰り返し行う様々な条件を比較した。 
 
実験１では、関係代名詞を口頭でスム

ーズに使えるようになるための練習課題
を作成した。右図にあるように、まず絵を
見せて、その後１２秒以内に関係代名詞
を用いて、絵を描写する必要がある。その
後、フィードバックを与えた。また、5種
類の関係代名詞は、A)から E)までのもの
を選んだ。 
 
 
A) Subject relative pronoun who (e.g., That is the boy who is washing the dog.) 
B) Subject relative pronoun which (e.g., That is the cat which is watching the 

bird.) 
C) Object relative pronoun whom (e.g., That is the girl whom the cat is watching.) 
D) Object relative pronoun which (e.g., That is the dog which the woman is carrying.) 
E) Relative adverb where (e.g., That is the park where the boy is watching the 

bird.)  
 
そして、練習のスケジュールでは、Blocked practice 条件と Interleaved practice 条件の 2

条件を比較した。Blocked practice 条件では、1種類の関係代名詞に絞って、10問ずつ続けて
口頭練習を行った。一方、Interleaved practice 条件では、5種類の関係代名詞の練習問題をラ
ンダムに行った。練習のスケジュールは以下の表に示す。 
 

 

 



 実験 2 では、日本人英語学習者を対象として、より自由度の高い漫画ナレーション形式のスピ
ーキングタスクの繰り返し練習を行った。比較した学習スケジュールの条件は、以下の２つであ
る。 
 

  Day 1 Day 2 Day 3 

Blocked practice AAA BBB CCC 

Interleaved practice ABC ABC ABC 
 
 
Blocked practice では、1 日に同じプロンプトを用いてスピーキング練習を行い、Interleaved 
practice では 1 日ごとに間隔を空けて同じプロンプトを練習した。学習スケジュールの効果を
調べた。実験１とは異なり、特定の文法項目に焦点を当てるのではなく、「流暢性(fluency)」の
側面に焦点をあて、広義での言語項目をどれだけ流暢に用いることができるかを分析した。なお、
実験１および実験２では、学習者の認知適性の個人差の測定も行い、研究課題２(研究の目的参
照)の解明に取り組んだ。具体的には、ワーキングメモリなどの記憶の側面に関する測定を行い、
記憶力の高低がどのように異なる練習スケジュールの効果に影響を与えるかを検討した。 
 
４．研究成果 
研究結果の概要をまとめる。研究課題１「口頭による文法練習の最適な間隔は何か。」に関し

て、実験１と実験２では正反対の結果が得られた。実験１では Interleaved practice のほうが
Blocked practice よりもターゲットの文法項目の手続き化に効果的であった。一方、実験２で
は Interleaved practice よりも、Blocked practice のほうが流暢性（言語知識の手続き化の指
標）が高まることが明らかになった。このような対照的な結果が得られたことは、効果的な練習
スケジュールに関して重要な要因が何かということを考えるための示唆に富む。実験１では、関
係代名詞という特定の文法項目の中で表面上は似ている複数の統語構造の違いを使い分ける制
限的な練習であった。そのような似ている項目を区別できるようにするための学習には、
Interleaved practice のほうが効果的であることが認知心理学の研究によって明らかにされて
いる(Brunmair & Richter, 2019)。つまり、実験１は認知心理学で明らかにされている
Interleaved practice 効果に関する知見を、外国語の文法学習にも応用できることを示したこ
とになる。 
一方で、実験２では、より自由度の高い漫画ナレーション形式のスピーキングタスクの繰り返

し練習を行っており、同じ、または似ている言語表現を繰り返し使う必要性は相対的に低かった。
そのため、Interleaved practice のように、同じプロンプトを繰り返す前に 24 時間の時間を空
けてしまうことで、繰り返し練習の効果が減退した可能性が高い。言い換えれば、時間の間隔を
空けずに、Blocked practice を行うことで、同じような表現（単語のみならず、3 語などの単語
の連なりなどの文法構造にも関わるレベルまで含む）をシステマチックに繰り返しやすかった
と推察できる。自然言語処理の手法を応用した言語分析(de Jong & Tillman, 2018)も行った結
果、この解釈を支持する傾向が認められている（現在、論文準備中）。 
研究課題２「個人差要因によって、どのように最適な文法練習の間隔が変わるか。」に関して、

記憶に関する認知適性を用いて適性処遇交互作用に関する分析を行った。その結果、実験１と実
験２ともに、Blocked practice において特に記憶力の影響が重要になるという一致した傾向が得
られた。一致した傾向は見られたが、その背後にあるメカニズムは異なると考えられる。研究課
題１と同様に、認知的な処理プロセスや学習にかかる認知負荷の違いによって、適性処遇交互作
用が得られたと考察する。 
本研究成果の学術的・社会的な意義は、認知心理学における知見を外国語学習に応用し、外国

語学習をいかに効果的にできるかを探った点にある。本研究によって、認知心理学で調べられて

いる単純なスキル(例：単語の暗唱)や外国語の語彙習得における最適な学習スケジュールが、必

ずしも外国語の文法習得にはそのまま適用できないことが明らかになった。また、個々の学習者

の持つ認知適性などの個人差要因を考慮した上で、最適な学習間隔を推定するための基礎的な

データを得ることができた。最終的には、個々の英語教育現場・生徒の状況に合わせた指導法・

教材・カリキュラム開発に貢献し、研究成果を日本の学校などの社会的場面へ応用することが期

待できる。 

本研究成果は国内外において発表を行った。具体的には、国際学会（International Conference 

on Task-Based Language Teaching, AAAL, EuroSLA など）や国内学会(関東甲信越英語教育学

会)での発表および、国内外における招待講義・講演（Temple University Japan, Education 



University of Hong Kong, University of Maryland, Lancaster University, 奈良教育大学など）

などを精力的に行った。また、複数の国際誌学術論文を発表し、その中でも特に、2019 年には

Modern language journal において特別号の編集を行い、今後の研究分野の発展に寄与すること

を目指している。今後の展望として、本研究テーマの要である「繰り返し練習」に関する認知神

経基盤を明らかにし、第二言語習得のメカニズムの解明に貢献したい。 
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